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平
成
句
年
度
か
ら

ゆ
u
s
eリ
畠
e
-‘
，
・

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
、
い
よ
い
よ
介

護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

。

介
護
保
険
制
度
は

、

介
護
を
家
族
だ
け
で
な
く
社
会
全
体
で
支
え
合
い
、
利
用
者
の
希
望
を
尊
重
し
た
総
合

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
制
度
で
す

。

こ
の
制
度
の
概
要
を
今
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

。

世
界

一
の
長
寿
固
と
な

っ
た
わ

一
個
人
に
だ
け
負
担
を
か
け
る
こ
れ

一地
域
社
会
と
連
携
し
て
福
祉
サ
ー

が
国
は
、
急
速
な
勢
い
で
高
齢

化

一ま
で
の
介
護
の
あ
り
方
で
は
対
処

一ピ
ス
や
医
療
サ

ー

ビ
ス
な
ど
を
総

が
進
む
一
方
で
、
子
ど
も
の
数
が
一
出
来
な
く
な
っ
て
い
ま
す

。

そ
れ
一
合
的
に
提
供
し
よ
う
と
い
う
国
の

減
少
し
て
い
ま
す
。

一
は
、
多
く
の
国
民
が
老
後
に
不
安

一制
度
で
す
。

家
庭
と
社
会
が
連
携

六
十
五
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り

一を
感
じ
て
い
る
問
題
の
一
番
に
「
介
一
し
て
、
介
護
の

必
要
な
お
と
し
ょ

が
川
内
町
に
お
い
て
も

、

全
人
口

一
護
」
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
で
も
分

一り
の
暮
ら
し
を
支
え
よ
う
と
い
う

の
五
人
に

一
人
を
超
え
、
四
人
に

一か
り
ま
す
。

一考
え
に
立
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

一
人
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す

。

一
介
護

保
険
制
度
は
、
介
護
を
必

一

高
齢
社
会
で
深
刻
な
問
題
は
、
一
要
と
す
る
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
一
介
護
保
険
制
度
は

、

平
成
十
二

六
十
五
歳
以
上
の
六
人
に

一
人
は

、

一
能力
に
応
じ
て
自

立
し
た
暮
ら
し
一
年
四
月
か
ら
は
じ

ま
り
ま
す
。

介
護
が
必
要
に
な
る
と
も
予
想
さ

一
が
で
き
る
よ
う

、

ま
た
家
族
の
介

一
介
護
保
険
に
関
す
る
お
問
い
合

れ
て
い
る
こ
と
で
す

。

一護
の
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目

一わ
せ
は

川
内
町

福
祉
課

(2
9
6

こ
う
し
た
社
会
で
は

、

家
族
や
一的
と
し
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、

一6
・
2
2
2
3

)

国
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介護保険制鹿のしくみ
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巾
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か
き
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什
一
年
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旬
一
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説会介護保険①

。E立盟 。

介護保険制度は、 40歳以上の方が加入します。 乙の制度は、市田村が実施・運営にあた
りますか540歳以上の方は、住んでいる市町村の介護保険の被保険者となります。
被保険者は、年齢により2つに区分され、サービスを受ける条件や保険料の計算、納付
の方法が異なります。

65歳以上の方
(第 1 号被保険者
といいます。 )

.サービスをうける方
介護が必要になったり、痴呆状態になった場合、ま

た日常生活を営むのに困却なぐらい身体が弱くて支

援が必要になった場合、介護認定を受けてサービス

が利用できます。

.サービス利用料
介護サービスを受ける方は、その費用の 1剖を自

己負担することになります。

また、施設での介護サービスを利用する場合は、

その他食事代など一部を負担することになります。

・保険料の納付方法
保険料は、年額18万円以上の年金を受けている

方は、年金から天引きされます。 一定額にならない方は、

市町村へ直接納めることになります。

介護保険料は 、 サービスの給付に必要な費用を

考え、所得により被保険者ごとに保険料が決まります。

40歳以上
65歳未満
(第2号被保険者
といいます。 )

の方

.サービスをうける方

脳血管疾患や初老期痴呆など老化による病気に

よって介護が必要な状態になった場合のみ、介護の

サービスが利用できます。

.サービス利用料

第l号被保険者の方と同じです0

・保険料の納付方法
保険料は、加入している医療保険、つまり健康保

険料から納めることになります。

国民健康保険に加入している方の保険料は、居

住地の市岡村ーごとに決められます。 保険料の半分は、

公費で負担するしくみになっています。

サラリーマンの方などの被用者保険は、それぞれ

所属している健康保険料が違いますので介護保険

料の負担がいくらになるかは、ケースバイケースで決

められます。

サラリーマンの方の保険料は、その事業主と被保

険者本人で、負担するしくみになっています。

-・・介護骨ービス小費用負担・..

残り9割の費用負担 ~l 割ベ



ぱ
ケ
み
ず
さ

タ
ウ
ン
右
各

川
内
町
土
地
開
発

公
社
に
お
い
て

整
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
、
若
者

向
け
住
宅
団
地
が
西
谷
小
学
校
北
側

に
完
成
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
次
の

と
お
り
分
譲
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

。

-西谷住宅団地の概要 Mだ ¥ 

・所在地・ ・ ・川内町大字則之内字畦田
-開発面積・ ・・ 7， 170111' : 
・区画数... 24区画 : 
・道 路・・・幹線道路IIl]li員 5m 、 団地内道路111高員4m
-給 水...川 内町西谷地区簡易水道 : 
・排 水・・・し尿及び生活排水は合併処理符l化槽により処理 ; 
・その他…防火水槽、ゴミ集積場各1 ヵ所
・建築協定…あり ノ

-
分
譲
地

西
川
〈
口
住
宅
団
地

加
区
画

-
申
込
受
付
期
間

平
成

日
年
4

月

口
日

ω
か
ら

平
成
日
年
4

月
初
日
悩
ま
で

-
申
込
受
付
場
所

川
内
町

土
地
開
発
公
社

(川

内
町
役
場
企
画
調
整
課
内

)
又

は
、

現
地
案
内
所

※
た
だ
し
、
公
社
で
の
受
付
は
、

平
日
(
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝

日
以
外
の
日

)
の
午
前
8

時
加

分
か
ら
午
後
5

時
日
分
ま
で
、

現
地
案
内
所
で
の
受
付

は
、

4

月
口
日
凶
及
び
同
日
間
の
2

日

間
、
午
前

山
時
か
ら
午
後
4

時

ま
で

-
申
込
資
格

申
込
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要

件
の

一
つ
に
該
当
し
て
い
る
こ

凡例
O 電柱
• 支線
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~ 
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と
が
必
要
で
す
。

①
住
宅
の
用
に
供
し
た
時
点
で

小
学
校
に
在
学
す
る
児

童
を

有
す
る
方

②
住
宅
の
用
に
供
し
た
時
点
で

小
学
校
に
入
学
前
の
乳
幼
児

を
有
す
る
方

③
新
婚
又
は
婚
姻
証
明

書
の
と

れ
る
方

上
の
要
件
に
該

当
し
て
い
る

方
で
も

、

契
約
し
た
日
か

ら
2

年
以
内
に
自
ら

が
居
住
す
る
た

年
齢
層
」
に
該
当
す
る
子
ど
も

を
有
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
優

先
的
譲
渡
枠
の
範
囲
内
に
お
い

て
、

優
先
的
に
譲
渡
し
ま
す

0

・
申
込
方
法

め
の
住
宅
の
建
築
を
完
了
し

、

そ
の
用
に
供
す
る
見
込
の
な
い

方
等
に
つ
い
て
は
、
申
込
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

申

込

注
z色ユ
Eヨ
'‘.!þ、

の

-
優
先
的
譲
渡

公
社
が
別
に
定
め
る

基
準
日

に
お

い
て

、

「
西
谷
校
区
内
に
現

に
居
住
す
る
同

一
年
齢
層
の
子

ど
も
の
数
が
9

人
未
満
で
あ
る

①
申
込
書
に
記
載
さ
れ
た
内
容

が
事
実
と
異
な

っ
た
と
き
は
、

譲
渡
決
定
後
で
も
無
効
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。

②
郵
送
に
よ
る
申
込

受
付
は
い

(た
だ
し
、

平
成
ロ

年
3

月
白
日
現
在
に
お
い
て

、

い
ず
れ
か
が
満
お
歳
以
下
の

方
に
限
る

。
)

分譲宅地譲渡価格表

区画 宅地面積 単 価 (円 ) 譲渡価格

番号 m 坪 (参考) nべ当り 坪当り (参考) ( 円 )
イ蔚 考

① 211.20 63.89 29司000 95司869 6 ， 124司800

② 168.55 50.99 29唱 900 98 ,844 5,039,645 

① 210.47 63.67 28,100 92司893 5,914 ,207 

④ 216.25 65.42 25司400 83司968 5 ，492 唱750 29.84m 

⑤ 164.74 49.83 31 ,400 103,803 5 ， 1 72 唱 836

⑤ 165.67 50.11 30唱500 100司827 5司052司935

⑦ 165.08 49.94 32司600 107,770 5,381 ,608 

@ 185.85 56.22 30,500 100司827 5司668、425

① 174.84 52.89 29喝300 96‘860 5,122,812 

⑮ 174.82 52.88 31 ,400 103,803 5,489,348 

⑪ 17l.06 51.75 31 ,700 104,794 5,422,602 

⑫ 171.70 5l.94 30司 200 99,836 5,185,340 

⑬ 168.00 50.82 31,100 102,811 5,224 ,800 

⑪ 164.23 49.68 32,600 107,770 5,353,898 

⑮ 182.17 55.11 32,000 105,786 5,829,440 

⑬ 173.38 52.45 29,900 98、844 5,184 ,062 

。 170.27 5l.51 30,200 99唱 836 5,142,154 

⑬ 170.46 51.56 31 司400 103唱 803 5司 352 ，444

⑬ 197.31 59.69 30‘800 101 ,819 6,077 ,148 

⑫ 173.06 52.35 31 ,100 102,811 5,382,166 

む 202.81 61.35 27 ,500 90,910 5司577咽 275 24.71 m 

@ 214.07 64.76 29司600 97守852 6,336 ,472 

@ 246.15 74.46 28,100 92,893 6,916,815 23.70m' 

⑫ 276.10 83.52 23司 200 76 ,695 6,405,520 53.39m 

た
し
ま
せ

ん
。

ん
③
申
込
書
は
返
却
い
た
し
ま
せ

④
印
鑑
を
ご
持
参
下
さ
い

。

申
込
に
必
要
な
書
類

①
西
谷
住
宅
団

地
分
譲
宅
地
譲

渡
申
込
書

l

通

②
住
民
票
(
入
居
家
族
全
員

・

保
証
人
)

各
l

通

①
身
分
証
明
書
(
申
込
者

・

保

証
人
)

各
l

通

④
所
得
証
明
書
(
市
町
村
発
行

の
も
の
で

-諜
税
状
況
の
わ
か

る
も
の

一
所
得
を
有
す
る
入

居
家
族
全
員

・

保
証
人
)

各
l

通

①
納
税
証
明

書
(
所
得
を
有
す

る
入
居
家
族
全
員
・
保
証
人
)

(注) 備考欄の数字は、宅地面積に含まれるフロック稜法面部分の実測面積を表示しています。

現地案肉会の
勧 開催につい亡

各
1

通

⑤
婚
姻
証
明
書
(
該
当
者
の
み
)

-

雨

一
J
J
 

-
譲
受
人
の
決
定

譲
受
人
は

、
応
募
者
多
数
の

場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

決
定
し

ま

す
。

な
お

、
抽
選
方
法
は
公
社

が
別
に
定
め
る
も
の
と
し
ま
す

0

・
譲
渡
区
画
の
決
定

譲
受
人
に
譲
渡
す
る

区
画
は

、

決
定
し
た
諜
受
人
の
抽
選
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

な
お
、
抽
選

方
法
は

公
社
が
別
に
定
め
る
も

の
と
し
ま
す
0

・
問

い
合
わ
せ
先

川
内
問

土
地
開
発
公
社

(川
内

町
役
場
企
画
調
蛙
説
内

)
2
9

6
6

・
2
2
2
2

(内
線
1

2
9

)

a画h

、。

4月 17日 (土)・ 18 日(日)の2日間、西省

住宅団地の現地案内会を開催します。

ご来場いただいた方に、さくらの湯優

待券をもれなくプレゼン卜 、 また先着

50家族に 、 ハーブ‘やボタンの苗木を

プレゼ、ントします。

ご家族お誘い合わせのうえ、是非お

越しください。

(時間:午前10時から

午後 4 時まで)



川内町長
国選挙

川内町議会議員
愛媛県議会議員選挙

告示日.. 4 月 20 日(火)

投票日・・ 4 月 25 日(日)

本
年
四
月
は

、

統
一
地
方
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す。

四
月
十
一
日
制
は、

県
議
会

議
員
選
挙

、

そ
し
て

、

四
月
二

十
五
日
目
は

、

川
内
町
長
選
挙

と
川
内
町
議
会
議
員
選
挙
の
ダ

ブ
ル
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
す。

今
回
の
選
挙
は

、

私
た
ち
町

民
に
と
り
ま
し
て
来
る
べ
き
二

十
一
世
紀
に
向
け
、
ま
さ
に
新

し
い
時
代
を
担
う
第
一
歩
と
な

る
大
き
な

~-告示日.. 4 月 2 日(金)

投票日.. 4 月 1 1 日(日)
梅
山
内
盲
目
?
窓
側

挙の節
で i室 目

す

あ

ま

特
に
、
町
長
・
町
議
会
議
員

選
挙
は

、

町
民
の
代
表
者
を
決

め
る
大
切
な
選
挙
で
す。

有
権
者
の
皆
さ
ん
も、

一
人

一
人
が
選
挙
に
対
す
る
自覚
と

責
任
を
持
ち
、
投
票
日
に
は
、

必
ず
投
票
に
出
掛
け
ま
し
ょ
う

。

一
選
挙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
一

川
内
町
選
挙
管
理
委
員
会

E
9
6
6
・
2
2
2
2

田
政
治
家
の

寄
附
禁
止

政
治
家
(
候
補
者

、

候
補
者
と

な
ろ
う
と
す
る
者
及
び
現
に
公
職

に
あ
る
者
)
は

、

寄
附
を
す
る
と

処
罰
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
は

有
権
者
に

寄
附
を噂

、
怒
り
・

図
政
治
家
に
対
す
る

寄
附
の
勧
誘
・

要
求
の
禁
止

有
権
者
は
e

政
治
家
に

寄一附
を業

旭
町
怒
り
・

有
権
者
が

、

威
迫
し
で
あ
る
い

は
政
治
家
を
陥
れ
る
目

的
で
寄
附

を
求
め
る
と

処
罰
さ

れ
ま
す
。

回
後
援
団
体
の

寄
附
の
禁
止

後
援
団
体
が
花
輪
、
香
典

、

祝

儀
な
ど
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

ー邑

囚
年
賀
状
等
の

あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

政
治
家
は

、

年
賀
状
等
の
あ
い

さ
つ
状
を
出
す
こ

と
が
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

固
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る

有
料
広
告
の
禁
止

政
治
家
や
後
援
会
が

、

有
料
の

あ
い
さ
つ
広
告
を

出
す
と
処
罰
さ

れ
ま
す
。

術
創
司
が

仕
事
が
忙
し
か
っ
た
り

、

レ
ジ

ャ
ー
の
計
画
が
あ
っ
た
り

、

赤
ち

ゃ
ん
が
い
た
り
・
:
。

暮
ら
し
の
ペ

ー

ス
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

そ
こ

で
、

選
挙
の
日

で
も
暮
ら

し
の
べ
l

ス
を
変
え
る
こ
と
な
く

、

で
き
る
だ
け
多
く

の
人

が
投
票
に

行
け
る
よ
う
に
、
選
挙
人
の
投
票

で
き
る
環
境
が
改
善
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

。
投
票
時
聞
は

、

午
後
八
時
ま
で

延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

(以
前

は
午
後
六
時
ま
で
。

)

。
小
さ
な
お
子
様
連
れ
で
も

、

子

ど
も
と
一
緒
に
投
票
所

ヘ
入
る

こ
と
が
で
き
ま
す

。

。
不
在
者
投
票
で
き
る
事
由
も
緩

和
さ
れ
て
い
ま
す
。

仕
事

、

用
事

、

旅
行
、
冠
婚
葬

祭
、

事
故

、

病
気

、

ケ
ガ

、

出
産

な
ど
の
事
由
に
よ

り
投
票
当
日
、

投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は

、

不
在

者
投
票
が
で
き
ま

す
。



か
5

だ
の
定
期
点
検
を

忘
れ
?
に
，J

生
活
習
慣
病
を

予
防
し
よ
う

日
本
人
の
死
因
の

三
分
の
こ
を

占
め
る

、

が
ん

、

脳
卒
中
、

心
臓

病
を
は
じ
め
、
近
年
増
え
て
い
る

肝
臓
病
な
ど
の
発
症
や
進
行
に
は
、

い
ず
れ
も
生
活
習
慣
が
探
く
関
わ

っ

て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ

て
き
ま
し
た

。

偏
っ
た
食
事
や
運
動
不
足

、

お

酒
の
飲
み
す
ぎ

、

喫
煙
な
ど
の
悪

い
生
活
習
慣
が
引
き
金
と
な
っ
て

こ
れ
ら
の

"

生
活
習
慣
病
“
が
発

症
し
て
く
る
の
で
す
。

死
に
至
る

怖
い
病
気
も
、

元
を
た

だ
せ
ば
毎

日
の
生
活
の
な
か
に
そ
の
芽
が
潜

ん
で
い
る
の
で
す
。

人
生
八
十
年
時

代
を
健
や
か
に

過
ご
す
に
は

、

生
活
習
慣
病
を
防

ぐ
こ
と
が
第

一
で
す
。

そ
の
キ
l

ポ
イ
ン
ト

は
、

生
活
改
善
に
よ
る

"
予
防
“
と

、

健
診
に
よ
る
"
早
期

発
見
“
で
す
。

い
ず
れ
も

、

ひ
と

り
ひ
と
り
の

心
掛
け
次
第

、

健
康

づ
く
り
の
主
役
は
み
な
さ
ん
自
身

で
す
。

健
診
は
ど
う
す
れ
ば

受
け
ら
れ
る
か

川
内
町
で
は

、

下
の
表
の
と
お

り
各
種
の
健
診
を
実

施
い
た
し
ま

す
D申

し

込
み
は
各
地
区
保
健
衛
生

実
践
会
班
長
さ
ん
を
通
じ
て
四
月

中
旬
に
行
い
ま
す

。

十
六
段

以
上
の
方
に
健
診
申
し

込
み
カ
1

ド

を
配
布
い
た
し
ま
す

の
で

、

職
場
健
診
や
人
間
ド
ッ
グ

で
の
受
診
の
機
会
が
な
い
方
は
ぜ

ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
健
診
に
つ
い
て

、

詳
し
い

こ

と
は

健
康
セ
ン
タ
ー

2
9
6
6

・
2

1

9

ー

ま
で
。

平成11年度
健 Zロ~ト 名 対象 自己負担 内 台円相

基 本 健 zロSdYト 40歳以上
無料

身体計測、血圧測定、体脂肪率測定、尿検査 ( 3項目 )、血液検査 (9項目)、貧血検査、診察
男・女 眼底検査、心電図、 HbA1 C . " 医師の指示で実施。

女 '性 健 三百必ノ、 1 6~39歳
無料 身体計測、血圧測定、尿検査 ( 3項目)、診察、血液検査 ( 3項目)、貧血検査、骨密度測定女

結核レントゲン 16歳以上
無料 レントゲンj最影

男・女

肺 カ官、 ん
40歳以上

無料 レントゲン撮影、問診
男 ・女

E問自 カ1・ ん 35歳以上
800円 バリウムを飲んでレントゲン撮影(胃透視)

男・女

大 腸 が‘ ん
40歳以上

500円 便潜血検査
男・女

前立腺がん 50歳以上 無料 血液検査、 直腸内指診
男

甲状腺がん 30歳以上
300円 超音波検診、触診

女

子 F首-、 カ言、 ん
30歳以上

600円 内診 (視診、細胞診)
女

字L カ昔、 ん 30歳以上
300円 視診、触診

女

骨 粗 車室 症 40歳以上 無料 レントゲン撮影による骨密度測定
女

告健診の内容と料金(表)



E理
注射をいやがり、首

輪が外れるケースが多
いので、しっ力、り締めて
おいてくださし、。

理
ヨミ: 温望陸

軍語
下ヒ
廊
注

狂
犬
病
予
防
法
が
改
正
さ
れ

、

平
成
七
年
か
ら
犬
の
生
涯

一
度
の

登
録
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

(
現
在

飼
わ
れ
て
い
る

犬
で

、

平
成
七
年

以
降
に
登
録
を
し
て
い
れ
ば

、

今

問

団
の
登
録
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

は
明

ι
按

た
だ
し

、

狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ

登

い
て
は

、

毎
年
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

)

な
お

、

こ
れ
ら

に
必
要
な
料
金

と
、

本
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射

の
日
程
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。

飼
わ
れ
て
い
る
犬
の
予
防
注
射

と
登
録
を
近
く
の
場
所
で
必
ず
受

け
て
く
だ
さ
い

。

(
犬
の
登
録
は
平

成
七
年
以
降
に
登
録
を
し
て
な
い

方
の
み
交
付
)

2 ，850円
登録していない方

5 ，850円
(醤都:iil目) (注射料のみ)

4月20日(火) 4月21 日(水) 4月22日(木) 4月23日(金)

9 : 30~ 川 内保育園前
9:30~ 横灘団地集会所

9:30-
天 ネ申 住 ニ~と『 9:30- イ呆免集会所

9:50 9:55 9:50 9:50 

9 : 55~ 
中 之 町 集会 所

1O : 00~ 前松瀬川公民館 9:55- 西組青年会館
9:55- 畑川電話中継所

10: 10 10: 15 10: 10 10:05 

1 0:15~ 町西公民館
1 0 : 20~ 

原 集 L>、 pf[ 10:15- I易 神 キ土
10:10- 南方西公民 館

10:30 10:25 
:z:;; 

10:20 10:25 

1 0 : 35~ 高須賀薬 品店 1 0 : 30~ 鳥の子集会所 10:25- 東 中 村集会所 10:30- 北八幡集会所
10:40 10:35 10:35 10:50 

10 : 45~ 南方東公民館 10: 40~ 軒 屋 橋 10:40- 北方公民館 10:55- 町営茶堂団地
10:55 10:50 11 :00 11: 10 

11 : OO~ 板 戸 集会所 1 0:55~ 二軒屋上バス停 11 :05- 上海 上 バス停 11 :15- 西中 村集会所
11 :10 11 :10 11 :10 11 :25 

11:15~ 
向 井 )11 橋 11 :1 5~ 奥松瀬川公民館 11:15- 下海上集会所 11 :30- 松山市農協川上支所

11 :35 11 :25 11 :25 11 :50 

11:40~ 高 木集会所 11 :30~ 五 キ主 神 社 11 :30- 西古市集会所 13:00- ⑧則 之 内11:50 11 :35 11 :45 13: 15 

13 : 00~ 
土 Eムコ キL 場

11 : 40~ 川 筋木炭庫 13:00- 和 田 丸集会所 13:20- 則之内公民館13:05 11 :45 13: 15 13:35 
13: 1O~ 

土 谷公民館
13 : 00~ 

東奇小学校 13:20- 西谷小学校 13:40- 永野集会所13:20 13:10 13:30 13:45 
13:25~ 

落 出
13 :1 5~ 

音 田 杉原店 13:35- 大根木バス停 13:50- えひめ中央農協三内支所13:30 13:25 13:40 14:20 
13:35~ 

弥 助 成 下
13 : 30~ 

河之内公民館 13:45- 井内公民館 14:25- 健康センター13:40 13:35 13:55 14:45 
13 : 45~ 

郷 入 口
13 : 40~ 

狩場バス停 14:05- 井内酉集会所13:50 13:50 14: 15 
13 : 55~ 

生活改善センター 13 : 55~ 
白 猪 屋 店 14:25- 北間バス停14:00 14:05 14:30 

1 4 : 1O~ 
J毎 上 車 庫

1 4 : 1O~ 
近藤憲男宅下 14:40- 大平集会所14:15 14:15 14:50 

1 4 : 20~ 
日 j甫集会所 [問い合わせ先] 健康センタ fi966-2191 14:30 

役
場
電
話
番
号
の

ご
案
内

O
福
祉
課

O
税
務
課

O
出
納
室

。
産
業
課

O
建
設
課

O
水
道
課

Q
d
ハb

ハb
-
n

/
ス
/
え
ど

q
v

Q
叫
F
O
ハb

・

円ノ
ム
門
ノ
ムn
L
4

・

円
H
J
Vハh
u
F
h
u・

凋

4
・

寸f
'

門ノ
』
《
ィJ

Q
U
ハb

ハ
b

・

円
ノι
円
ノι
円
/」
7
r

Q
d
ハb
F
b

・

コ
d
門ノ
ム
n
O
づ
/

Q
d
p
b
ハb

・
門
/
」
円
L
q
J
Q
U

な
お

、

以
下
の
部
署
に
つ
き

ま

し
て
は

、

従
来
ど
お
り

の
電
話
番

号
で
お
か
け
く
だ
さ
い
。

O
川
内
町
役
場

代
表

Q
U
戸b

ハb

・

ハ
ノ
ム
円〆ι
内
正
門
ノι



標
準
・
小
錐
純
、
村

政
定
さ
れ
号
し
た

j

適
用
は
平
成
十
年
度
か
ら
j

小
作
料
の
目
安
と
な
る
「
標
準

小
作
料
」
が
、
下
表
の
と
お
り
決

宇
品
内
〆
宇
品、し
れ
~。

標
準
小
作
料
制
度
は

、

昭
和
四

十
五
年
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

三
年
ご
と
に
見
直
し
を
す
る

こ
と

に
な
っ
て
お
り

、

今
年
が
全
国
的

に
そ
の
見
直
し
の
年
に
あ
た
り
ま

す
。標

準
小
作
料
は
、
粗
収
益
か
ら

生
産
費
用
と
経
営
者
報
酬
を
控
除

し
て
得
た
残
余
の
額
を
基
準
に
定

め
る
「
土
地
残
余
方
式
」
に
よ
り

算
定
し
定
め
た
も
の
で
す

。

平
成
十
年
度
の
標
準

小
作
料
改

定
作
業
は

、

農
水
省
通
達
に
よ

っ

て
改
訂
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

実
施
に
当
た
っ
て
は

、

農
地
の
貸

手
、
借
り
手
の
代
表
者
等
の
意
見

を
尊
重
し
決
定
い
た
し
ま
し
た

。

小
作
料
契
約
の
目
安

本
年
度
の
支
払

小
作
料
は

、

今

回
新
た
に
改
定
さ
れ
た

小
作
料
が

適
用
と
な
り
ま
す
が

、

標
準
小
作

料
は
通
常
の
農

業
経
営
を
モ
デ
ル

と
し
て

算
定
し
て
お
り

、

あ
く
ま

で

一
つ
の
目
安
で
す
。

し
た
が
っ

て
契
約
す
る
時
は

、

こ
の
標
準
小

作
料
を
参
考
に
し
て
よ
く
話
し
合

い
、
お

互
い
が
納
得
の
う
え
、
決

め
て
く
だ
さ
い

。

な
お
、
こ

の
標
準
小
作
料
は
、

農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
の
利

用
権
に
も
適
用
さ
れ
る
も
の
で
す

。

区分 生産量 I也 区 名 標準小作料

北方(宝泉旦ノ上西ノ)
10a当り

1 級地
フ1<稲

倶Ijの台地部を除く 23，000円540kg 
南方、吉久

宝泉、Eノ上

西ノ側の台地部、西組

2級I也
水稲

横灘、原、三軒屋、徳吉 20、000円
510kg 

則之内、永野、 ーケを

保免、和田丸

槍皮、鳥ノ子、問屋、狩場

3級地
水稲 日浦 、音田 (河之内)

1 2 ，000円480kg 惣田谷下、惣田谷上

井内全域

水越、川筋、添谷

4級I也
水稲 音田 (松瀬川)、相之谷 2，000円
450kg 

土谷、滑川、明河

にご協力を節

節水にご協力をお願い

昨年 12月以降、雨の少ない気象状況のため、水源地の

水位が低下しております。

今一度、水の使い方を工夫し、

します。

洗
面

-
蛇
口
の
開
聞
は
こ
ま

め
に
。

-
歯
み
が
き
は
コ
ッ
プ
に
く
ん
で
0

.
洗
顔
は
洗
面
器
で
。

ト
ィ
ι

-
使
用
は

一回
流
し
で
。

-
大
小
レ
バ
ー
は
使
い
分
け
て
。

-
家
の
新
築
や
ト
イ
レ
の
改
造
時

但し上記の l級地以外の農地であっても、圃場整備i盲目は1 級地とする。

Q
d
広
U
ハh
u
・

n

斗

Q
d
門
む
Q
U

O
健
康
セ
ン
タ
ー

9
6
6

・

2
1
9
1

O
中
央
公
民
館Q

d
ハh
U
F
h
u
・

A

斗

7
f
n
L
4
l

O
国
土
調
査
課Q

d
p
h
uハh
u
・
っ

ι
1
l
Q
d
n
U

O
福
祉
館

。
保
育
園

O
給
食
セ
ン
タ
ー

q
d
n
h
U戸h
u
・
ー
コ

J

ハ
U
P
O

Q
=
b
6

・

2
2
8
8

Q
d
n
b
ハb

・
円
ノ
ム
門
ノ
』n
u
『
/

O
清
掃
セ
ン
タ
ー

に
は
、
節
水
型
便
器
を
選
び
ま
し

ト

A
F
-
「
ノ内

洗
車

-
バ
ケ
ツ
に
水
を
く
ん
で
洗
い
ま
し

よ
-
つ。

ハケツに5キ不ですむi先

車も流しっぱなしのホ
ース洗いでは、 20杯以

上にもなります。



移久保全き

平成11年

4周11日がら

老
人
保
健
法
等
の
規
定
に
基
づ
き

高
齢
者
。
暴
雪

-
s
h
A
V

負
担
額
、
背
嚢
わ
リ
号
電

老
人
保
健
制
度
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
診
療
に
関
す
る
一
部
負
担
金

の
額
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す。

外 来 入 院

1 日につき 1 日につき 1 日につき 1 日につき
一ー争 ー一砂

1 ，200円500円 530円 1 ， 100円

ただし、同ーの医療機関に 1 月に 5 日 ※ rl1 111T村 民税非課税の 世'市に属する方等
以上通院した場合は 、 その月の 5 日目以 で老齢福祉年金を受給している方につい

降の通院については無料となります。 ては 、 l 日 につき 5∞円に減額されます。
(薬剤に関する一部負担金はお支払いい ※市町村民税非課税の世帯7に属する方等
ただきます。) については、 l 月 の負担上限が35，400円

に減額されます。

な
お

、

老
人
保
健
制
度
加
入
者

の
皆
さ
ん
が
外
来
又
は
在
宅
で
薬

剤
の
支
給
を

受
け
た
場
合
に

、

そ

の
種
類
な
ど
に
応
じ
て

医
療
機
関

(院
外
処
方
せ
ん
が
発
行
さ
れ
た

場
合
に
は

、

薬
局
)
で
お
支
払
い

い
た
だ
い
て
い
る

一
部
負
担
金
に

つ
い
て
は
、
平
成
十

一
年
度
の
特

例
措
置
と
し
て
、
平
成
十

一
年
七

月

一
日
か
ら
、
国
が
患
者
さ
ん
に

代
わ
っ
て

お
支
払
い

す
る
予
定

で
す
。

詳

し
く
は

、

内
容
が
決

ま
り

次
第
、

お
知
ら
せ

い
た
し
ま

す
。

※
外
来
の

一
部
負
担
金
は

、

一
日

一
日

平
均
外
来
医
療
費
の
伸
び
率
に

一

応
じ
て

、

ま
た
、
入
院
の

一
部

一

負
担
金
は
、
法
律

の
規
定
に
基

一

づ
い
て
、
い
ず
れ
も
自

動
的
に

一

改
定
が
行
わ
れ

る
も

の
で
す
。

一日

※
患
者
さ
ん
が
支
払
っ
た

一
部
負

一

担
金
は
、
川
内
町
か

ら

医
療
機

一

関
等
に
支
払
わ
れ
る

診
療
報
酬

一…

か
ら
差
し
引
か
れ
る
た
め
、

一
一

部
負
担
金
の
変
更
に
よ

っ

て
医
一

療
機
関
等
の
収
入
が
変
わ
る
も

一…

の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

一

※
入
院
の

一
部
負
担
金
の
減
額
を

一

受
け
る
場
合
、

川
内
町
長
の
発

一

行
す
る
認
定
証
を
健
康
手
帳
に

一

添
え
て
医
療
機
関
の
窓
口
に
提

一

出
し
て
く
だ
さ
い

。

一

※
詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
課
ま
で
一

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

一

(
2
9
6
6

・

2
2
2
3
)

一

目白回目望国堅固! 現在ご使用の保険証は、 3月 31 日で期限

切れとなります。 3月 29日に郵送しますので、

4月 1 日からは新しい保険証で受診してください。

昨)~きれ なお、保険証に記載してい
で‘ 寄 11 る氏名等間違いがないか必

ずお確かめください。

被保険者証(保険証)
の更新について

回
期
限
切
れ
と
な
っ

た
保
険
証
は
、

役
場
福
祉
課
保
険
係
ま
で
お
返
し

く
だ
さ
い
。

国
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
間
は
、

二
年
間
と
な

っ

て
い
ま
す
。

(
平成

十
三
年
三
月

三
十

一
日
ま

で
)

※
退
職
者
医
療
該
当
者
で
平
成

十

一
年
四
月

二
日
か
ら

平
成
十

三
年
三
月

一
日
ま
で
に
満
七
十

歳
に
な
ら
れ
る
方
は

、

有
効
期

限
が
誕
生
月
の
月
末
と
な

っ
て

お
り

、

該
当
者
に
老
人
保
健
係

よ

り

、

事
前
に
切
り
替
え
手
続

に
つ

い
て
通
知
い
た
し
ま
す
。

回
同

一
世
帯
で
、

一
般
被
保
険
者

(老
人
保
健
も
含
む

)
と
退
職
者
医

療
被
保
険
者
が
い
ら
っ
し

ゃ

る
場

合
は

、

保
険
証
は
二
通
あ
り

ま
す
。

回
被
保
険
者
に
異
動
(社
保
加
入

・

転
出
等
)
が
あ
り
ま
し
た
ら

保
険

証
と
印
か
ん
を
持
参
の
う
え

、

早

急
に
異
動
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

(社
会
保
険
等
に
加
入
さ
れ

た
場
合
は
、
そ
の
保
険
証
を
持
参

願
い
ま
す
。

)

国
そ
の
他
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
役
場
福
祉
課
保
険
係
ま
で

8
9
6
6

・
2
2
2
3



国
民
年
金
保
険
料

平
成
十
一
年
四
月
か
ら
の
保
険
料
は
、

一
力
月
二
二
、
三O
O
円
(
平
成
十
年
度

価
格
)
で
す。

宥
利
で
安
川
~

ム
別
納
制
度

国
民
年
金
保
険
料
を

一
年
分
ま

と
め
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
が
割
引
き
さ
れ
有
利
に

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
何
か
と
忙

し
い
方
に
は
、
手
間
が
省
け
、
納

め
忘
れ
も
な
く
な
り
ま
す

。

前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は

、
四

月

一
日
か
ら
四
月
九
日
ま
で
に

川

内
町
福
祉
課
年
金
係
(8
9
6
6

・

2
2
2
3
)
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

、

。

tu
v
 な

お
、

保
険
料
は
四
月
一
日
か

ら
四
月

二
十
八
日
ま
で
に
納
付
願

い
ま
す
。

月額

13，300円

毎月納めた場合と前納した場合の保険料比較表

~ 定額保険料 定額保険料+付加保険料
(13 ，300円) (13，300円+400円)

毎月納めた場合
( 1 3，300円 X 1 2カ月 ) ( 1 3 ， 700円X 12カ月 )

159，600円 164，400円

前納した場合 155，750円 160，430円

割 ヲ| 額 3，850円 3，970円

国民年金前納
キャ〉ベ-z，実施f軽自動車税の

減免手続について

四
月
中
に
前
納
さ
れ
る
方
に
た

の
し
み
な
お
知
ら
せ
で
す

。

抽
選
で
六

O
名
様
に
図
書
券

、

二
O
O

名
様
に
テ
レ
ホ
ン
カ
l

ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

!

口
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
あ
な
た
の

基
礎

年
金
番
号
、
郵
便
番
号
、
住
所

、

氏
名
、
年
齢
、
職
業

、

電
話
番
号
、

国
民
年
金
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご

質
問
を
記
入
の
う
え
、

千

七
九
0

・

八
五
七
O

愛
媛
県
国
民
年
金
謀

国
民
年
金
前
納
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
係

へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

口
応
募
資
格

平
成
十

一
年
度
の
国
民
年
金
保

--4月 23日までに減免申請を~

険
料
を

一
年
分
前
納
さ
れ
た
方
で

す
。

締
め
切
り
は
、
平
成
十

一
年
五

月

三
十

一
日
必
着
と
し
ま
す
。

当
選
発
表
は
、
図

書
券
に
つ
い

て
は
「
ね
ん
き
ん
愛
媛
七
月
号
」

の
紙
面
で
発
表
、
テ
レ

ホ
ン
カ

ー

ド
は
、
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

。

"
納
め
忘
れ
も
防
げ
ま
す
。

便
利

で
お
ト
ク
な
保
険
料
の
前
納
制
度

を
利
用
し
ま
し
ょ
う

!

“

{問
い
合
わ
せ
先

】

愛
媛
県
国
民
年
金
謀

8
9
4

1

・

2
1

1

1

①身体に障害を持つ人②戦傷病者①精

神に障害を持つ人④1 8歳未満で身体に

障害を持っている人と生計を同じくする人

.・・が所有する車には、軽自動車税の減免

制度があります。

ただし、普通車で自動車税の減免を受

けている方は、軽自動車税の減免は受け

られません。

また、障害の程度によっては、減免が受

けられない場合があります。

該当する人は、 4月 23 日までに申請手続き

をしてください。

口申請場所

役場税務課

口持ってくるもの

・印鑑 ・運転免許証 ・自動車検
査証 ・身体障害者手 11辰(戦傷病者手
帳) 、 療育手 11辰または精神障害者保健

福祉手11長 ・通院通学等の証明書など

[問い合わせ先]
役場税務課 fi966-2224



ふるさと桜三里会が 砂
県コミユニ子ィ推進協議会
松山地方協議会長表彰
を受賞

2 月 1 6 日、松山地方局で開催された平成10年

度省資源 ・ 住民活動推進大会において、桜の植

樹、源太桜まつり、あけぼの橋復元調査、ホタル

力メラレポート

観賞川下りなどの地域活性化活動が認められ、 が愛媛県コミュニティ推進協議会松山地方協議会長表彰を
土谷のふるさと桜三里会 (代表 中島持さん) 受賞されました。 おめでとうございます。

(一般の部)
優勝…九番'S
準優勝・ ' .KTM

(女性の部)
優 勝・ ーヒ‘ック‘オーシャン E
準優勝・・ ・ jレネッサンス

‘箪2田川内IrL今II.:I-~ヨ〉
1¥ L -:t:-.L:犬舎

2 月 2 1 日 、 勤労者体育センタ ー と川上小学校体育

館でレクリエーションバレ ーボール大会が開催され
ました 。

19チー ム (一般の部 5 チー ム、女性の部14チーム )

が参加しての熱戦の結果は、次のとおりです。

川内浄ftセコ々ー定礎式砂
3 月 1 日、吉久で川内浄化センタ ーの定礎式が行われました。
定礎式には、森町長をはじめ、議会、工事関係者など約40

名が出席し、工事の安全と施設の完成を祈願しました。

‘酉谷小学校しい抱けっくり

4f¥ 

3 月 4 日、西谷小学校でしいたけづくりが行われま
した。

県]隊員、森林組合職員の指導を受けながら 、 原木の
穴あけ作業、 しいたけ菌の植え込み作業を体験しました。



力メラレポート

((@ 
3月 7日 、 重信町で平成11 年重信町・川内町消防出初式カf

行われました。

雨のため 、 町民会館で開催された出初式では、服装点検や

消防功労者表彰の伝達式などが.行われました。

川内町関係の消防功労者表彰被表彰者は次のとおりです。

消
防
功
労
者
表
彰

(
敬
称
略
)

O
愛
媛
県
知
事
表
彰

第
二
分
団
分
団
長

第
七
分
団
副
分
団
長

第
四
分
団
団
員

佐 一卜 f~J
伯屯東

賢正卓
二 行官

O
愛
媛
県
消
間
協
会
長
表
彰

マ
功
績
章

第
六
分
団
分
団
長
菅

マ
勤
続
章

第
八
分
団
班
長
大
西
久
則

第

一
分
団
団
員
向
須
賀
朝

三

第
四
分
団
団
員
杉
原
貞
夫

第
四
分
団
団
員

三
河
夏
夫

第
六
分
団
団
員
森
本
照
雄

第
七
分
団
団
員
渡
部
秀
昭

マ
親
子
消
防
団
員
表

彰

第
八
分
団
団

員

松
本
利

雪

本
部
団
員
松
本
則
一

マ
家
族
内
助
の
功
労
者

第

一
分
間
分
団
長
佐
伯
文
夫
夫
人

佐
伯
典
子

第
四
分
団
団
員
曽
我
部

一
夫
人

曽
我
部
嫡
生 久

雄

O
中
央
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

第
二
分
団
班
長
立
花
久
則

第
三
分
団
班
長
戒
能

利
通

本
部
団
員
施
谷
学

第

一
分
団
団
員
高
須
貧
富
士
夫

第
四
分
団
団
員
佐
伯
禎
由

第
五
分
団
団
員
渡
部
義
友

第
六
分
団
団
員
佐
伯
雅
敏

第
七
分
団
団
員
松
本
喜
久
夫

第
八
分
団
団
員
松
本
秀
樹

O
川
内
田
長
表
彰

本
部
団
員

白
戸

調官

本
部
団
員

本
部
団
員

第

一
分
団
団
員

第

一
分
団
団
員

第
二
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
四
分
団
団

員

第
四
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

第
六
分
団
団
員

第
六
分
団
団
員

第
六
分
団
団
員

第
七
分
団
団
員

第
七
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

渡
部
通
生

松
本
則

一

小
倉
良

一
郎

尚
須
賀
俊

一

近
藤
繁
成

高
須
賀
政
繁

峰
本
忠
明

中
島
康

一

内
田
勝
尉

高
岡
竹
次
郎

今
井
寄
弘

西
尾
仰
市

佐
伯
益
男

新
徳
男

野
口
信
代
志

波
部
直
樹

む
又
叫
巾
弘

t

d

2

R

 

椀
崎
孝

一

大
西
真
蔵

高
須
賀
春
義

(
披
露
)

平
成
九
年
度
分

O
日
本
消
間
協
会
長
定
例
表
彰

マ
精
績
章

元
第
二
分
団
分
団
長

マ
勤
続
章

第

一
分
団
分
団
長

第
七
分
団
分
団
長

第
四
分
団
団
員

-
・
・平
成
十
年
度
分
:
.

0
日
本
消
防
協
会
長
定
例
表
彰

マ
功
績
章

副
団
長

マ
精
績
章

第
五
分
団
分
団
長

マ
勤
続
章

第
二
分
団
団
員

寺
}I¥ 

佐
伯
文
夫

丹
生
か
〈
口
信

曽
我
部

一

重
松

渡
部

佐
伯

~ 111肉申学校体育館・
フ。 -'L落成式

健
治;I.!-、

日且1{故
圏
平

3月 13 日、 川 内中学校体育館 - プー ル落成式が
新しくなった川内中学校体育館で開催されまし

fこ 。

式典では、関係者約70人と 川内中学校の全校

a画h

生徒が出席し、りっぱな施設の完成を祝し 3

ました。

なお、新しくなった体育館は、 4月中旬
以降に社会体育に開放予定ですが、 詳細に
ついては、次号の広報でお知らせします。



川
上
幼
稚
園
で

三
世
代
交
流
会

一
一月
二
十
日
、
川
上
幼
稚
園
で
、

三

世
代
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

園
児
の
ほ
か
保
護
者

、

お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
勢
参
加
し
た

交
流
会
で
は
、
保
護
者
に
よ
る
ハ
ン
ド

ベ
ル
の
演

奏
や
踊
り
が
披
露
さ
れ

、

そ

ら
感
大
な
拍
手
を
受
け
て
い

の
息
の
合
っ

た
演
奏
、
踊
り
に
会
場
か

±
A
F
1し
れ
ん。

ま
た
、
会
場
か
ら
保
護
者

や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
参
加
し

た
お
手
玉
大
会
で
は

、

お
ば

あ
ち
ゃ

ん
の
あ
ざ
や
か
な
手

さ
ば
き
が
披
露
さ
れ

、

園
児

た
ち
の
目
を
く
ぎ
づ
け
に
し

て
い
ま
し
た

。

交
流
会
の
最
後
に
は

き
れ
い
に
ド

レ
ス
ア
ッ
プ
し
た
先
生
に
よ
る
劇
や
歌

が
披
露
さ
れ
、
参
加
し
た

三
世
代
全
員

み
ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
て
い
ま
す

。

「
こ
の
人
」
「
満
一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題
、
情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

8
9
6
6
・

2
2
2
2

“川の流れのように"を
熱唱する園長先生

こ
の
行
事
は
、
川
内
町
文
化
財
保
護

審
議
委
員
さ
ん
と
丹
原

町
文
化
財
保
護

が
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た

。

桜
三
里
ウ
ォ
l

ク

二
月

二
十
八
日

、

桜
の
開
花
時
期
を

前
に
、
桜
三
里
ウ
ォ

l

ク
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

志て審
ら み議
によ委
Il乎う員
びとさ
か 、 ん

け 地 と
て元が
行の
わ有桜
れ志 三
まや里
し ー を
た般歩
。 有い (

代
)

婦
人
会
か
ら
のお知

ら
せ

O
平
成
m
年
摩
川
向
町
婦
人
会
総
会

4

月
間
日
目
午
後
1

時
よ
り

中
央
公
民
館
大
ホ
l

ル

総
会
議
事
・
実
践
発
表
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

立
食
パ
ー
テ
ィ
に
て
交
流

日
年
度
役
員
さ
ん
、
日
年
度
役
員
さ
ん
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
総
会
で
す
から
会
員
の
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い。

よ
い
家
庭
、
つ
く
り・
よ
い
地
域

ε

つ
く
り
に
つ
い

て
考
え
ま
し
ょ
う
よ
。

皆
さ
ん
と
の
交
流
も
で

き
ま
す
。

"
来
てよ
か
っ
た
“
と
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

0
6
月
ボ
カ
シ
づ
く
り

4

月
泊
日

制

午
後
2

時

j
(

中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル

暖
か
く
な
り
、
ボ
カ
シ

が
威
力
を
発
揮
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
で
ご
参加

く
だ
さ
い
。

(定
例
の
お
日
が
選
挙
日
の
た
め
却
日
に
変
更
い

た
し
ま
す

)

4硲h



約
四
十
名

の
参
加
者
は
、
土
谷
公
民

館
に
集
合
し
、

こ
こ

か
ら
中

山
越
の
旧

金
毘
羅
街
道
を
丹
原
ま
で

(約
十
五
川

)

歩
き
ま
し
た
。

旧
金
毘
羅
街
道
の
中
山
越
は
、
山
の

中
の
難
渋
な
道
で

、

途
中
に
は
、
こ
の

場
所
で
倒
れ
た
と
思
わ
れ
る
旅
人
の

墓

標
が
点
在
し
て
お
り

、

参
加
者
は

、

昔

桜
三
里
最
古
の
桜

来
木
桜
ま
つ
り

i

中
山
越
旧
金
毘
羅
街
道
を
歩
い
て

桜
を
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
i

歳満

の
人
々

の
旅
の
苦
労
を
想
い
な
が

ら

歩

い
て
い
ま
し
た

。

途
中
の
源
太
桜
の
と
こ

ろ

で
は

、

天

を
つ
く
よ
う
な
桜
の

巨
木
に
、
驚
い
た

様
子
で
何
度
も
見
上
げ
て
い
ま
し
た

。

歩
く
こ
と
約

一
時
間
、
あ
け
ぼ
の
橋

の
あ
っ

た
中

山
川

に
到
着
。

あ
り
し
日

の
あ
け
ぼ
の
橋
を
イ
メ
ー

ジ
し
な
が
ら

-日時 4月4 日 ( 日)午前9時30分~
.場所 土谷公民館

.イベント内容

・ウォーキング'源太桜 (1，650m )

・もちまき(14時)

-甘酒無料サービス(現地)

.お楽しみ抽選会

・農産物即売バザー

.投句箱設置その他

・主催 ふるさと桜三里会実行委員会

.問い合わせ fi966-5767 佐伯

対
岸
へ
渡
る
と
、
そ
こ
に
は
、
"
馬
の

た
め
の

菩
提
也
“
と
刻
ま
れ
た
お

地

蔵
さ
ん
が
あ
り
、
牛
馬
も
難
渋
し
た

道
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

昼
食
後
、
丹
原
町

の
旧

金
毘
続
街

道
を
"
お
ん
び
き
石
“
を
経
て
笹

ケ

峠
ま
で
歩
き

、

散
会
と
な
り
ま
し
た

が
参
加
者
か
ら

は
、
こ
れ
を
契
機
に

文
化
交
流
を
し
よ
う
と
い
う

声
が
上

が
っ

て
い
ま
し
た

。

え
キ易
会

川
内
吟
社
三
月
例
会
報

j也

網
谷
選

高
須
賀
清
江

青
麦
を
噛
む
で
を
リ
け
リ
手
み

姑

能
…田

ニ
月

の
嬰
よ
く
泣
い
て
よ
く
笑
ふ

楠

具
伊
予
に
訪
ふ
名
刺
や
雪
の
果

同3

j頼

か
げ
ろ
ひ
っ
田
園
の
畔
を
子
の
戻
る

高
須
賀
茅
花

恋
描
の
汚
れ
を
赦
L

入
れ
に
リ

菅
野

鮪
子
や
一
杯
で
足
る
コ
ッ

プ
酒

j也

曲
、
がリ
く
ね
リ
白

5

通
路
の
列
続
く

3江
藤

縁
側
に
傷
紙
め
て
を
リ

恋
の
猶

j也

啓
塾
や
小
雨
に
濡
れ
し

木
の
肌

阿「τ1
部店|

4 ←問|
l'J 晶 Z --

4 宏2
1:1 く '

と ん
旦闘

笑顔が最高のたかくん。 元気にたく
ま しく 育って ネ。

(父 - 母 よ り)

問松
I D I 末
以|

豊1A
く " 21 
ん日

生
"" <

元気にた く まし く育ってね。

(父 ・ 旬 より )

吉岡
7 凶1
h 綾t 」」

24 ち
!こ| や

、z ・ 自1，_ f、
主主-- ~ ::::; 

泣き虫殺です。 ヨロシク不.

(父 - 旬より )

岡 自 ~~t ÿ"" . -" ュ

回|戸 ー
同|雄T ι
~三Zよ 月

J い 24

A!i! 

将来は巨人の 4 番パ 1 タ ーにク
(父よ り )
( 旬よ り)元気におお き くなあれ 目。

閑
ハ
目

j
h

吉
村

優
輝
く
ん
子

4月
例
U
生
)

h
p

ー
レ

宇
A
F

ノ
《、たゃ

-
v

ル
勺
、
不

優
て

度治
子

照
幸

a画‘

斗
清

水
稔

二千

春
鯛
主主

(父 ・ 旬よ り)



イプブダメ/ジョブ

[間合先]
自衛隊松山募集案内所
ft947-3040 

または 、 川内町総務課まで

園
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

園
募
集
案
内

口
応
募
資
格

川
昭
和
ω
年
4

月
2

日
か
ら
昭

和
日
年
4

月

1

日

生
ま
れ
の

方
で
、
大
学
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
す
る
方

ω
昭
和
灯
年
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で

、

大
学
院
修
士
課
程
を

修
了

(見
込
み
を
含
む
)
し

た
方

同
海
上
技
術
幹
部
候
補
生
は
、

昭
和
ω
年
4

月
2

日
か
ら
昭

和
臼
年
4

月
1

日
生
ま
れ
(
理

学
・

工
学
の
修
士
課
程
を
修

了
し
、
学
位
を
受
け
た
方
は
昭

和
灯
年
以
降
生
ま

れ
)
の
方

口
受
付
期
間

4

月
7

日

嗣
1

5

月
比
日

幽

口
試
験
期
日

第
1

次
試
験

園
毛
糸
棒
針
編

園
技
術
指
導
講
習
会

口
対
象

内
職
を
希
望
す
る
女
性

口
科
目

毛
糸
棒
針
編

(初
級
)

口
日
時

6
月
9
日

附
i

6

月
お
日
幽
ま

で
の
聞
の
8

日

(土
曜

、

日
曜

及
び
祝
日
を
除
く
)
9

時
ぬ
分

1

日
時
ぬ
分
ま
で

口
会
場

松
山
市
山
越
町
4
5
0

番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ

ー

口
定
員

初
名

5
月

m
U日
凶

口
受
講
料

無
料

(教
材
費
了
部
自
己
負
担

)

口
受
付
期
間

4

月
お
日
附
1

5

月
初
日
肘

口
申
込
方
法

印
鑑
持
参
の
う
え
、
愛
媛
県
女

性
職
業
セ
ン
タ

ー

(2
9
2
3

・

へ
申
し
込
ん
で
く

2
2
0
1
)
 

J

-

，
、子
、

。

ナ
ム
ム
C
U

圃
「
女
性
の
権
利
(
妻
・
恋
人
へ

圃
の
暴
力
)
m番
」
電
話
相
談

口
日

主
寸
n
H
H
 

4

月
口
日
樹

午
前
日
時
か
ら

午
後
3

時
ま
で

口
場
所

愛
媛
弁
護
士
会
館
(
松
山
市

番
町
4

丁
目
8

の
8

)

口
主

出
直

日
本
弁
護
士
連
合
会

・

愛
媛
弁

護
士
会

口口
直 ~・ 相
通 ~Ej談
電料
話

2
9
3
5

・
7

4
4
0

口
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
弁
護
士
会

E
9
4

1

・
6
2
7
9

口 口 h 圃・・
び 11 人 出 は中 場 平平平平平平平平平 平平平 百品土
法月権 席 福央 成成成成成成成成成成成成 守守
務は擁 者 祉公 所 l2 l2 l2 11 11 11 11 11 11 11 11 11 時量告
局人護 館民 年年年年年年年年年年年年 百子
]島種 委 に館 32 i1211 10 987654  人
擁貝 て ( 月月月月月月月月月月月月 L石

l 護 2 開た 1 25  1 46  1 4 7 2 6 7 不在

iz; き f q 品品品品品品品 品品 AQ 翼
席言だ ゥ ‘ v a ロυ

) 笈 L h 午前10時から午後 O 時まで 所

-
い
じ
め
・
な
や
み
等
の

園
教
育
相
談

口
日
時

毎
週
月
・
火
・
水
・

金
曜
日

午
前
8

時
却
八
万1
午
後
5

時

口
場

所

中
央
公
民
館
2

階
教
育
相
談
室

{川
合

口
内い

じ
め

・

登
校
拒
否
等
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て

、
本
人
ま
た

は
保
護
者
・
関
係
者
か
ら
の
相
談

口
相
談
員

渡
部
良
温
教
育
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

(
無料
・

秘
密

(相談電話)

ft966引 50

a画h

口 圃園田園

芸技平
案能成
惜検 11
定年
5式度
や目[J

葉月

職
業
訓
練
歴
、
学
歴
等
に
よ
り

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
検
定

職
種
に
つ
い
て
の
実
務
経
験
年

数
が
必
要
で
す
。



イプブヌrメ/ジョブ

口
実
施
職
種

(実
施
級
)

造
園

・

機
械
加
工

・
鉄
工

・

建
築
板
金

・

婦
人
子
供
服
製

造
・

電
子
機
器
組
立
て
・

建
設

機
械
整
備

・

左
官

・
ブ
ロ
ッ
ク

建
築
・
と

び

・
防
水
施
工

・
内

装
仕
上
げ
施
工
・

サ
ァ
シ

施

工
・

表
装

・

塗
装

・

写
真

・
商

品
装
飾
展
示

・

フ
ラ
ワ

ー

装
飾

等

(l
級
・
2

級
・
3

級
)

口
実
施
期
日
・
実
施
場
所

6

月
7

日

1

9

月
5

日

ま
で
の

聞
の
指
定
す
る
日

及
、
ぴ
場
所

口
受
付
期
間

4

月
5

日

i

4

月
四
日
ま
で

口
問
い
合
わ
せ
先

一
丁7
9
0

・

0
0
0
3

怯
判

官

ー

l

』
l

三
番
町
4

丁
目

叩
の
l

県
三
番
町
ピ
ル

愛
媛
県
職
業

能
力
開
発
協
会

(
8
9
4

1

5
8
8
5
)
 

-
銃
砲
万
剣
類
の
登
録

銃
砲
万
剣
類
の

登
録
鑑
定
を
、

次
の
と
お
り
実
施
し
て
お
り
ま
す

の
で

、

す
み
や

か
に
発
見
者
(
所

有
者
)
自
身
が
銃
砲
刀
剣
類
を
持

い参
。 し

登
録
手
続
を
し

て
く
だ
さ 愛

媛

口
日毎

月
第
3

水
曜
日

刀
川

頭
・
・
・3
寺

1

6

土
寸

-
J
d
r

ノ

寸
刈
プ

司
1

4
n
H
H

司
1

4
H
H

h
d
・
-
-
5

土
寸
1

6

土
寸

γ
れ
ド
可

t

よ
n
N
H

司
l
よ
円
円
H

時
銃

口
会

場

愛
媛
県
立
図
書
館
2

階
視
聴
覚

(松
山
市
堀
之
内
)

ド
ド
1
1

司
レ

F
A

't
J
 

口
照
会
先

愛
媛
県
教
育
委
員
会
文

化
財
保

護
課

(2
9
3
4

・

3
2
2
9
)

手更平
続新成
き及 11
び年
新度
規米
Xﾏ< :;5 
五五只x

録販
申売
請業

平
成
8

年
度
に

登
録
を
受
け
ら

ー
:
午

J

+
」
匹
、

j
J
/

寸
ノ

l

有
効
期
間
の
3

年
が

満
了
し
ま

す
の
で

、

引
き
続
き
計

画
流
通
米
の
販
売
を
行
う
場
合
に

は
、

更
新
手
続
き
を
し
て
下
さ
い

。

ま
た

、

愛
媛
県

内
で
新
た
に
計

画
流
通
米
の
販
売

(卸
売
業

・

小

官冗
世
間木
)

は
、

愛
媛
県

知
事
の
登
録
を
受
け

る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

を
行
お
う
と
す
る
場
合
に

登
録
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は

平
成
日
年
3

月

日
日
か
ら
同
年
4

月

初
日
ま
で
に
申
請
手
続
き
を
し

て
下
さ
い
。

こ
の
登
録
申

請
手
続
き
に
つ
い

て
は

、

次
の
窓
口
で
受

付
し
て
い

ま
す
。

口
登
録
申
請
窓

口

松
山
地
方
局
産
業
経
済
部
農

政
水
産
課

(
2
9

4

1

・
1
1

1 
1 

内
娘
2

1

5

)

園
戸
別
受
信
機
の

圃
取
り
扱
い
に
つ
い
て

ま
も
な
く
無
線
に
よ
る
放
送
が

一
年
に
な
り
ま
す
が

、

戸
別
受
信

機
の
調
子
は
ど
う
で
す
か
?

受
信
の
み
の
機
器
で
す
の
で

、

ト
ラ

ブ
ル
は
ほ
と
ん
ど

あ
り

ま
せ

ん
が

、

次
の
点
に
気
を
つ
け
て
く

だ
さ

い
。

③ 

戸
別
受
信
機
の
電
源
プ
ラ

グ
を

コ

ン

セ
ン
ト

か
ら
抜
く
と
、

停
電
状
態
と
な

っ

て
乾
電
池
で
動

作
す
る
た
め

、

乾
電
池
が
消
耗
し

ま
す
。

乾
電
池
の
容
量
が
低
下
し

ま
す
と
、

電
源
ラ
ン

プ
が
赤
く
点

減
し
ま
す
。

ま

た
、

放

送
後
に
ア
ラ

ー

ム

立日
が
出

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に
は

、

新
し
い

乾
電
池
と
交
換
し
て
く
だ
さ
い

。

戸
別
受
信
機
の
近
く
に
テ

な
お

、

③ 
2 

レ

ピ
や
電
話
機

(子
機
付
き

)
な

ど
が
あ
る
と

、

受
信
状
態
が
悪
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ

う

な
場
合
は

、

置
き
場
所
を
変
更

し
て
み
て
く
だ
さ
い

。

音量スイッ チ

ムを押すと音量大、

マを押すと音量小に
なります。

@
3

こ

の
戸
別
受
信
機

は
、
川
内
町
外

へ
転
出
す
る
場
合
、

役
場
総
務
課
へ
か
な
ら
ず
返

却
く

だ
さ
い
。

戸別受信機の側面部の PW
R を“ o N" 側にスライド
すると電源ランプが点灯し 、
電源力、入ります 。

(電源ランプ表示)
緑色点灯 : コ ンセントの電

源で動作してし、

ます。
赤色点灯 : 停電時または コ

ンセ ン トからフ.

ラクを引き抜く
等により乾電池
で動作していま
す。

赤色点滅 : 乾電池が消耗し
ています。 電池
交換をしてく
ださし 、 。

.4月三坊の収集目・
清掃センター 電話 966-4989 

1 .もえるとみ

収集曜 日 収集地 域 収集日又は収集変更日

東谷 ・ 西谷
4月 29 日 (木 ) は

月・ 木 土谷・ 滑川・奥松瀬川
4月 30 日 (金 ) に収集

時戸 天神 (山田団地を除く )

北方東 ・北方西
週 火・金

南方東・ 南方西

町西 ・ 町東 (天神 を除 く )
変更なし

水・土
山田団地・繍灘団地・前松瀬川

2 .もえないとみ・有資源ごみ

収 集地域 ガラス・空ビン類 空き缶等金物類 有資源ζみ

東谷・西谷

土谷・滑川・ 奥松瀬川 4 月 12 日 ( 月 ) 4 月 26 日 ( 月 ) 4 月 1 9 日 ( 月 )

天神 (山田団地を除く )

北方東 ・北方西
4 月 13 日 (火) 4 月 27 日 (火 ) 4 月 20 日 (火 )

南方東 ・ 南方西

町西・町東 (天神を除く )

山田団地・ 4黄灘団地 4 月 14 日 (水) 4 月 28 日 (水) 4 月 2 1 日 (水 )

前松瀬川



ぜ空〕
u々と

もぞぢぐ教室

4月健康情報

健康センターか5

0こころの健康相談
精神的に不安定だったり、お年寄りの痴呆
等の相談をお受けしています。

日 時 4 月実施日未定
午前 9 時~ 12時

場所 健康センター及び家庭訪問
(1主) 予約制ですので、事前に保健婦までご連
絡下さい。

n966・2191

小児科診察、 保健指導、
栄養指導
母子健康手帳、アンケ ー

ト (事前に送付します)
持参品

EJJJßI四・

理学療法士による機能回復の訓練を行 っ て

います。

日時 毎週水l曜日
場 所 ガリラヤ荘

(i主) [こド し込みが必要ですので、保健婦までご

連絡下さい。

午後 1 il寺 ~3 時

毎週月曜 日 午前 8 時30分~ 10時

健康センター

印鑑、登録をしている犬は鑑札、

予防接種済票

*犬の登録と狂犬病予防注射
飼われている犬の予防注射(毎年受けること )

と登録 (生涯一度) を 4 月 20 日、 2 1 日 、 22 日、

23 日の 4 日間実施します。 なお、日程等詳細は
8ペー ジをご覧ください。

圃~";l尻遣軍当宙定諸島J1W.・

日時
場所

持参品

0乳幼児相談
日時 毎週水H程日

午前 9 時 ~ 12時
健康センター l 階

田子健康手帳
身体制定、育児相談

場所

持参品
内容

-~J=m白羽巨ー

ECヨE歪i措置

0健康相談・栄養相談
血圧測定、尿検査を行っ ています。

健康に関することはお気軽に ご相談

下さい。

日時
(診僚時間 午前 8 11 .\'30分、午後 511寺30分)

毎週水曜日

午前 9 時 ~ 12時
健康センター

l 階運動指導室

電話干R住当番医日所場

-~J腎I肪首長幸窃.

0 1 歳 6 カ月児健診
日時 4 月 22 日 (木)

受付午後 1 時~2 時

{定康センタ ー 2 階
平成 9 年 8 ~ 10月生まれ

の幼児

身体計ìJ!IJ 、貧血検査、小
児科診察、歯科診察、保
健指導(栄養 ・ 歯科)
母子健康手帳、アンケー

ト (事前に送付します)

0育児相談
日時 4 月 27 日 (火)

受付午前 9 ~ 10時

健康センタ ー l 階

平成10五|三 9 ・ 10月、平成

10年 2 ・ 3 月生まれの乳
幼児 ( 6 . 7 カ月児、 l 

歳 1 . 2 カ月児)

身体計iJ!lJ 、発達チェック 、

保健指導、栄養指導
母子健康手帳、 アンケー

ト (事前に送付します)

0育児学級
日時 4 月 27 日 (火)

受付午後 1 ~ 2 時

健康センタ - 1 階

平成10年12月 平成11年

1 月、平成10年 5 ・ 6 月

生まれの乳児 ( 3 ・ 4 カ
月児 、 1 0 ・ 11 カ月児)

内容 身体計ì~.IJ 、発達チェック 、

・.. i1担iÌ~宅Eヨ・
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一
日
本
脳
炎

一麻

964-
0013 

:lli f言 111]
回 li[

辻 ~ I 循 環器科
内科 小 児 科

4 日
( 日曜日 )

964-
7787 

重 信 111]

志 iilt 川
I也 1 11 1勾平!
神経 1人l 科

11 日

( 日 l曜日 )
ア-

ア
フ、

ン
ムロ浪

。

t

、

炉
仰
に
し

こ
さ

ま
だ

方
く

る
で

あ
け

の
旦
ス

。
と
て

者
こ
出

の
た
し

日
月
つ
出
叩

カ

か
で

6

か
付

歳
に
受

7

き
を

~
ぜ
)

f
i
l
l

-
-
、

E
f
「
に
阿
川

カ

百
傷

3

*

破

I頁事意i主とl日
ノし象対H寺日

4 月 13 日 (刈
午後 2 時 ~ 311寺

96L1-
2461 

重 信 111]

志 iilt 川
jLlj村内科18 日

( EI II翌日 )6 カ月 - 7 歳 6 カ月の者。
* 標準的には、 3 歳で 2 回、 4;設で l 回の合計 31m を受・ける
必要があります。

4 月 23 日幽
午後 2 時 - 3 時

964-
2411 

重 信 町
村1 河原

国 立 療 養 所
愛 媛 病院

25 日

( 日 11在日 )
l 歳- 7 i'r'Hカ月の者 。
* 以前に、 MMR (麻疹 . J!i\l疹 ・ おたふ く かぜ) ワクチンを後
程したこと のある方は、 受ける必35はあ り ません。

4 月 26EI (Ji)
午後 2 時~ 31時 964-

2200 
重 信 1111

~I二 i刈

西町 内 科
ク リニ ッ ク

29 日
(みどりの日 )

母子健康手帳、予防接種手帳、体ifitr."j

a画‘

。持参品健康センタ -2 階P!T 

疹
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Photo 

表紙の写真

3月 13 日、 川内中学校体育館・プール落成式に
おいて、 はl下健一錬士六段と高須賀恒宣主m士六
段による剣道形演武が披露されました。

写真の渡部家の門は、西門では 惨

なく南門です。
町の勤き

4 広大な敷地の

渡部家

(3月 1 EI 現在)

戸籍の窓
(2月受付分 ・ 敬称、l略)

11 ，063人(+ 6人)

5，245人(+ 2人)

5，818人 ( + 4人)

3，739戸 ( + 2戸 )

口

男

女

世帯数

人

渡
部
家

(西
門
さ
ん
)
の
お
も
か
げ

広
報
で
た
び
た
び
登
場
す
る
渡
部
家

(西
門
さ

ん
)
の
写
真
で
す
。

写
真
の
慌
影
時
期
は
不
明
で
す
が

、

明
治
以
降

に
撮
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

。

写
っ
て
い
る

門
は
、
南
向
き
の
門
で
、
門
の
前

に
は

、

井
戸
の

上
屋
の
よ
う
な
も
の
が
写
っ
て
い
ま
す
。

"
西
門
さ
ん
“
の
愛称
で
呼
ば
れ
て
い
る
と
お
り

、

西
に
門
が
あ
り
ま
し
た
が

、
明
治
以
後
、
街
道
か

ら
直
接
出
入

り
で
き
る
よ
う
に

、

南
門
に
な
っ
た

ょ
う
で
す

。

(渡
部
家
寄
贈
品
よ
り

)

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

l

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

女ごめい福をお祈りいたし ま す

{主所 氏 名 年齢 死亡月日 世帯主

下古 [11 桑原貞利 72 2. 5 桑iJ;l .ü干IJ

下古市 渡部要tJ~ 86 2. 5 lJ.主，~I\ ~ P.1f 

宝 711土〈EL 桑原広~II! 20 2. 5 桑原 _r.')i台

板 奥山鳥才ス子 88 2. 8 tÏil fi'i司[1 11
I箔u 近藤フミヨ 88 2. 10 近藤干1 1 久

~Iニ 1人J I ド i可端 チ| 90 2. 11 ~fïf %品百\"l!IJ

{呆 5r. 北修正之 83 2. 11 北係正太郎
森 |よJ i'ta 美奈枝 45 2. 14 内 illJ:美奈校

ガリラヤ粁 古川サク 90 2. 18 古川サク
井内 F 7t'äiE :Êl:型1m 70 2. 19 成fjE 光信

jLEí之側 IJI 中サカヱ 79 2. 24 凹 "1" サカエ

l骨川中 lJ主音 1\キミ子 83 2. 27 iJ!t部 1.tf!作i

女お誕生おめでとうございます

保護者

木村賢次

杉原 学

大原 誠

r
、
守
内
J
J

1
コ
、
、

4
A
，
刀
u
1

4

し

現
在

、

目

が
か
ゆ
く
、
水

の
よ
う
な
鼻

わ
ゆ
る

η

花
粉
症
“
に
悩
ま
さ
れ
て

い
ま
す
。

暖
か
く
な
り

、

春
ら
し
く
な
る

の
は
あ
り
が
た
く

、

う
れ
し
い
の

で
す
が
、
こ
の
花
粉
症
に
は
、

ti 

と
ほ
と
手
を
焼
い
て
い
ま
す

。

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペー
パ
ー

を
横
に
置
き

な
が
ら
、
雑
然
と
し
て
机
で
原
稿

書
き
に
追
わ
れ
て
い
る
自
分
に
は
、

こ
の
"
花
粉
症
“
が春
の
お
と
ず
れ

を
教
え
て
く
れ
る
も
の
で
す
が
、

"
花
粉
症
“
で春
を
感
じ
る
の
も
な
ん

と
も
な
さ
け
な
い
気
が
し
ま
す
。

4泊h

編集/川内町総務課

T7引-0393 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TEし (089)966-2222 

印刷/岡田印刷
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竿秤
4種類の大きさの竿秤。
いちばん大きな竿秤が、入ったものを

聞けてみると、 中には竿と皿と分銅
がきれいにおさめられています。

先
月
号
に
引

き
続
き
、
渡
部
家
(
西
門
さ
ん
)
寄
贈
品
の

中
か
ら
、
写
真
の
“
竿
秤
(
さ
お
ば
か
り
)

"を
ご
紹
介
し
ま

す
。

ご
ぞ
ん
じ
の
と
お
り
竿
秤
は

、

目
盛
り
の
つ
い
た
竿
の

一端

に
物
を
か
け

、

も
う

一端
に
か
け
た
分
銅
を
動
か
し
て
重
さ

を
は
か
る
秤
で
す
が

、

そ
の
つ
く
り
が
凝
っ
て
い
ま
す。
竿
の

部
分
が
象
牙
や
黒
檀
、
皿
の
部
分
が
ベ
つ
こ
う
で
で
き
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
し
た

。

J.--9 .• -;・.-ー・ -.-i ・.ー・-.-・.ー・-・-・.
.・.. .• . .'.・. 'ム'.・-.-.--.・-.

• 

竿

秤
(
さ
お
ば
か
り
)

渡
部
家
に
は

、

漢
方
薬
の
入
っ
た
薬
箱
や
薬
の
調
製
法
を

記
し
た
本

、

そ
れ
に

、

昔
を
知
る
人
は
「
薬
を
買
い
に
渡
部

家
に
行
っ
た
」
記
憶
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら

、

副
業
的
に

薬
を
扱
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
竿
秤
も

、

薬
の
は
か
り
売
り
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の

と
推
測
さ
れ
ま
す
。


